
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２９年１月分） 

平成２９年３月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）、ストラツ

市の選挙の無効を最終決定（１２日） 

 ＣＥＣは、昨年１０月の統一地方選挙におけ

るストラツ市の選挙を無効にする旨最終決定。

同決定により、選挙法に基づき決定から４０日

以内に再選挙が行われることとなった。なお、

ＣＥＣは、昨年１２月２９日に、１０月の投票時

に暴力事件を起こし、選挙の中止を招いたカ

プラン（ボシュニャク系）候補等４名の再選挙

における立候補禁止を決定している。 

 

●ＢＨ憲法裁判所、２０１３年国勢調査の合憲

性見直しに関する訴えを棄却（１９日） 

 ＢＨ憲法裁判所は、ボシッチＳＤＳ前党首が

提訴していた２０１３年国勢調査の方法に関す

る合憲性見直し請求を棄却。これにより、２０１

３年に実施され、２０１６年６月に結果が発表さ

れた国勢調査の結果が最終的に確定した。 

 

●ＢＨ憲法裁判所、ＢＨ連邦議会におけるセ

ルビア系議員定員不足問題に関する訴えを 

棄却（１９日） 

 ＢＨ憲法裁判所は、ＢＨ連邦議会上院にお

いてセルビア系議員が１３名しかおらず、定員

１７名を満たしていない問題に対して、「２０１４

年の国政選挙以降に同議会で採択された法

律すべてを無効とすべき」というＳＮＳＤ所属Ｒ

Ｓ国民議会議員団の提訴を棄却した。 
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（２） エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

ウ ブルチュコ特別区 

２． 外政 

（１） 多国間、国際・地域機構 （EU 加盟プロセスを含む） 

（２） 二国間関係 

３． 経済 

（１） 経済指標 

（２） 経済政策、公共事業 

（３） 経済協力 
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●ＳＤＡ幹部会、フェイズィッチ・スレブレニツァ

市議会議長を、ＳＤＡスレブレニツァ支部長か

ら解任 （２０日） 

 スレブレニツァ市では、昨年１０月の地方選

挙においてセルビア系のグルイチッチ市長が

就任したことに伴い、ＳＤＡスレブレニツァ支部

長のフェイズィッチ（ボシュニャク系）が市議会

議長に就任。しかし、同市のＳＤＡ支部におい

て内紛が発生し、ＳＤＡ幹部会はフェイズィッチ

を同党スレブレニツァ支部長から解任した。 

 

●モスタルにおいて第７回クロアチア民族評

議会（ＨＮＳ）を開催（２８日） 

 チョービッチＢＨ大統領評議会メンバー（ＨＤ

Ｚ ＢｉＨ党首）及びリュービッチＨＮＳ議長は、

第７回クロアチア民族評議会において、それ

ぞれ議会における２年間の活動報告書を提出。

また、チョービッチは、「２０１７年中に選挙法

の改正を達成する。」と述べ、２０１８年の総選

挙を前に、クロアチア系住民が選んだクロアチ

ア系のみを大統領評議会メンバー及び各議

員のクロアチア系枠に選出できるように仕組

みを変更することに強い意欲を示した。 また、

同評議会で「第３エンティティ」の創設を共通

の目的とすることが再確認され、これに対して、

ＳＤＡは報道発表を行い、「ＢＨの更なる民族

対立と領土分割を招くもの」として、強く批判し

た。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ノバリッチＢＨ連邦首相が１０カントンの首相

及び財務大臣と会合（２３日） 

 ＢＨ連邦のノバリッチ首相（ＳＤＡ）、ミリチェビ

ッチ副首相（ＨＤＺ ＢｉＨ）及びドルリャチャ副首

相（ＳＢＢ）は、１０カントンの首相及び財務大

臣らとの間で、２０１５－１８年ＢＨ改革アジェン

ダの実施及びＥＵ加盟に向けた調整メカニズ

ムに関わる財政方針に関する会合を行った。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●「ＲＳの日」祝賀行事の開催（９日） 

 ＲＳの中心都市バニャ・ルカにおいて、「ＲＳ

の日」祝賀行事が開催され、ＲＳ警察、退役軍

人会等によるパレード、イバニッチ大統領評議

会議長（セルビア系）によるＢＨ軍ＲＳ第三歩

兵部隊の閲兵式、イリネイ・セルビア正教会総

主教によるミサ、及び記念シンポジウムが行

われた。同シンポジウムにはドディックＲＳ大

統領、ＲＳ政府閣僚及びＲＳ国民議会議員に

加え、セルビアからニコリッチ大統領が出席し

た。 

 なお、「ＲＳの日」については、昨年１１月にＢ

Ｈ憲法裁判所から違憲の判決が下されてい

る。 

 

●米国、ドディックＲＳ大統領に対する制裁措

置を発表（１７日） 

 米国国務省はホームページにおいて、ドディ

ックＲＳ大統領に対し、米国における同人の取

引禁止、資産凍結などから成る制裁措置を講

じた旨を発表した。同措置の実施理由は、ドデ

ィックＲＳ大統領が昨年９月に「ＲＳの日」に関

する住民投票を強行して、ＢＨ憲法裁判所を

無視して法の支配に違反し、デイトン合意を妨

害したこと。なお、ドディックＲＳ大統領は、トラ

ンプ大統領の就任式（２０日）に参加するため

に査証を申請したが、外交査証も一般査証も

発効されず、参加を見送っていた経緯があ

る。 
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●ＳＤＳ、社会経済評議会を設置（２３日） 

 ＳＤＳは、ＲＳの現状分析と適格な政治リー

ダシップによる解決策を協議する目的で、経

済、法制、教育、保健医療、起業家、製造業、

林業、エネルギー、金融、銀行等の各専門家

２０名からなる社会経済評議会の設置を決定。

ゴベダリツァＳＤＳ党首は、同評議会の「影の

内閣」化は否定している。 

 

ウ ブルチュコ特別区 

●境界画定調整官に米国出身のウィリアムソ

ン大使を任命（１３日） 

 国際司法裁判所（ＩＣＪ）のアブラハム所長は、

２０１６年３月にオーウェン調整官（米国）の死

去に伴い空席となっていたブルチェコ特別区

境界画定調整官に、米国出身のウィリアムソ

ン大使を任命した。 

 

●境界線確定委員会のカランＲＳ調整官がブ

ルチェコ特別区を訪問（１７日） 

 １１月に就任したカランＲＳ調整官がブルチェ

コ特別区を訪問し、ミリッチ市長（ＳＮＳＤ）及び

ドミッチ副市長（ＨＤＺ ＢｉＨ）と会談した。ミリッ

チ市長は、ＲＳ調整官との協力及び対話は、

将来的な境界画定に向けた良い兆候であり

強く歓迎する旨、そしてＢＨ連邦側にも同様の

対応を求めると述べた。 

 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プ

ロセスを含む） 

●欧州議会外交委員会「２０１６年ＢＨの進捗

に関する決議」を採択（３１日） 

 採択にあたり、欧州議会外交委員会のプレ

ダ報告者は、２０１６年２月のＥＵ加盟申請書

提出というＥＵ加盟に向けた大きな第一歩を

歓迎すると共に、継続的な改革の重要性を述

べ、民族間の対立はＥＵ加盟時期を遅らせる

原因になると述べた。また、本決議は、クロア

チアの欧州議会議員による「連邦化、地方分

権化、及び全民族の平等」に関する内容を含

んだ２４箇所の修正が加えられている。 

  

●ＥＵの質問状に対する回答の国内締め切り

（３１日） 

 ＥＵ加盟に向けて欧州委員会から２０１６年１

２月に受け取った３，２４２項目の質問に関し、

ＢＨ国内各行政体に振り分けられた作業の提

出期限が３１日であった。ＢＨ連邦内の回答は

集約され、２月中にＢＨ欧州統合局（ＤＥＩ）が

提出回答の内容確認を行う予定。 

 

（２）二国間関係 

●ズビズディッチ閣僚評議会議長のベオグラ

ード訪問（２３日） 

  ズビズディッチ閣僚評議会議長率いるＢＨ

代表団がベオグラードを訪問、ブチッチ・セル

ビア首相をはじめとするセルビア政府閣僚と

会談を行い、両国を結ぶ高速道路の建設など

について話し合った。 

 

 

３．経済 

（１）経済指標 

●ＧＤＰ成長率 

 ＢＨ統計庁によると、１６年第三四半期は、

前年同時期と比較して、実質ＧＤＰ成長率は２．

４％となった。 
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●鉱工業生産高 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１２月の鉱

工業生産高は、１６年１１月と比較して、１．

０％の減少。 

 

●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１１月のＢ

Ｈ全体の雇用者数は７３８，３７７人。同月の失

業者数は５１１，００９人で失業率は４０．９％と

なった。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１０月のＢ

Ｈにおける平均給与（手取り）は８４７ＫＭ（約４

３３ユーロ）となった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１２月の消

費者物価指数は前月から増減なし。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１月から１

２月のＢＨの輸出額は９４億１，７００万ＫＭ（約

４８億１，６８８万ユーロ）、輸入額は１６１億３，

９００万ＫＭ（約８２億５，５２４万ユーロ）となっ

た。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら１２月）：①ドイツ（１４億７，９４１万ＫＭ／約７

億５，６７３万ユーロ）、②イタリア（１１億３，１１

０万ＫＭ／約５億７，８５７万ユーロ）、③クロア

チア（９億８，５３６万ＫＭ／約５億４０２万ユー

ロ）、④セルビア（８億２，２８５万ＫＭ／約４億

２，０８９万ユーロ）、⑤スロベニア（８億７２０万

ＫＭ／約４億１２９万ユーロ）参考：日本（１２４

万９，０００ＫＭ／約６３万８，８７５ユーロ） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら１２月）：①ドイツ（１９億７，９９１万ＫＭ／約１

０億１，２７４万ユーロ）、②イタリア（１８億８，６

０４万ＫＭ／約９億６，４７３万ユーロ）、③セル

ビア（１８億１，７３１万ＫＭ／約９億２，９５７万

ユーロ）、④クロアチア（１６億５５２万ＫＭ／約

８億２，１２４万ユーロ）、⑤中国（１０億９，１５

３万ＫＭ／約５億５，８３３万ユーロ） 参考：日

本（９，２８５万９，０００ＫＭ／約４，７４９万８，

０００ユーロ） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１１月、Ｂ

Ｈにはのべ６６，５３８人（うち日本からは３３８

人）の観光客が訪れた（注：宿泊を伴った観光

客の総計）。 

 

（２）経済政策、公共事業 

●２０１７－１９年経済改革プログラムを採択

（２５日） 

 閣僚評議会は、２０１７－１９年ＢＨ経済改革

プログラムを採択した。本プログラムは、履行

に強制力のある構造改革を含む包括的な計

画で、経済成長、競争力強化、財政とマクロ経

済の安定性を維持しつつ、財政政策の厳格化

と政府機関の緊縮財政措置の実施を継続す

るもの。 

 

（３）経済協力 

●スレブレニツァ、ブラトゥナツ、ロガティツァ市

長他のＪＩＣＡ研修による訪日（１６～２３日） 

 １月１６日～２３日、ＪＩＣＡによる「地方開発を

通じた信頼醸成プロジェクト」の一環として、ス

レブレニツァ、ブラトゥナツ、ロガティツァ市の３
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市長と職員らが、本邦研修「地方開発のため

の地域密着型起業家養成研修」参加のため

に訪日。将来的な継続プロジェクトの形成に

向けてアクションプランを作成した。本プロジェ

クトは、農業や畜産における技術と収入の向

上による地方開発支援を通じて、異民族間の

信頼を醸成することを目的としている。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


